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 $3$1 �WKH $VLD 3DFLÀF $GYDQFHG 1HWZRrN� アジア太平洋先端ネットワーク )は、代表する組織と
そのバックボーンネットワーク（APAN加盟国や地域を結ぶ研究教育ネットワーク、および世界の研
究ネットワークを繋ぐネットワーク）のことを指す。APAN Ltd.は APANメンバーに代わり活動す
る法人で、非営利団体である。APANメンバーは、アジアとオセアニア地域の研究教育ネットワーク
に係る団体で構成される。APANはメンバー間や世界の組織間で行われるネットワーク技術やサービ
ス、アプリケーションに関する活動を企画・調整する。また APANは、ネットワークを使った研究
教育活動を促進する重要な役割を果たすが、研究協力や知識の発見と共有、遠隔医療、自然災害軽減
もその活動内容に含まれる。
 APAN医療ワーキンググループは APANの中にあるワーキンググループの 1つで、TEMDECはそ
の事務局を務めている。世界において通信情報技術（CIT）が急速に進化しているのは周知の事実で
あるが、医療分野がその潮流に乗っているとは言い難い。画像の品質は遠隔医療の重要なポイントで、
動画は実臨床や医療教育現場で極めて有用であるため、ブロードバンドと高速ネットワークは医療に
おける遠隔コミュニケーションにおいて必要不可欠である。医学は我々人類にとって最も重要なテー
マの一つであり、APANに医療ワーキンググループが組織されたのは極めて自然なことである。我々
はアプリケーションやローカル設定に重点を置き、ネットワーク技術者のサポートを得て活動に取り
組んでいる。 我々の最終的な目標は、高度な CITを駆使した医学的知見のやり取りを通じて、患者
へより良い医療を提供することである。

•・ 医療スタッフと技術スタッフの協力体制の整備

•・ 最高画質の多様な医療コンテンツの提供

•・ アジア太平洋地域における先進的な遠隔医療システムの拡充

•・ 技術進歩にともなう継続的な遠隔医療システムの改善

•・ 大規模な国際共同研究の企画

•・ 患者により良い医療を提供することを目的とした医療標準化の促進

໨ඪɿ

3.  プロジェクト概要
 
3-1.  アジア太平洋先端ネットワーク（APAN）
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Asi@Connectはアジア圏における学術研究及び共同教育に用いられる高容量かつ高品質なネットワー
ク環境を提供し、また、公共プロジェクト等で用いられる電子インフラとしても活用されている。
Asi@Connectはヨーロッパの GÉANTを介してアジア圏とヨーロッパを接続可能とする。
Asi@Connectプロジェクトは TEINプロジェクトの後継プロジェクトであり、今日ではアジア圏の
学術研究用ネットワークに成長しこれらを牽引している。Asi@Connectの目標の一つとして、教育や
研究資源へのアクセスを改善し、多くの SDG（持続可能な開発目標）を実現することが挙げられる。
本プロジェクトは、LDC（後発開発途上国）への支援も行いつつ、ネットワークユーザーへ製品やサー
ビスアプリケーションを提供し、LDCとの共同研究の促進も行っている。

ओͳ活動
•・ ネットワークの調達と管理
•・ 発展途上国における教育ネットワーク能力開発の改善
•・ 研究や教育ネットワークの構成かつ運用の能力開発
•・ 専門のネットワーク製品、サービス、アプリケーションの展開及び能力開発
•・ 社会貢献のための Asi@Connectを介した研究及び共同教育の促進
•・ 発展途上国における情報格差を埋める

3-2. Asi@Connect （アジアコネクト） プロジェクト

・» 開始日 : 2016年 9月 1日

・» 期間 : 60 ヶ月

・» 総予算 : 36.5 百万ユーロ

 » EC 拠出金 : 20.0 百万ユーロ

 » NREN 拠出金 : 16.5百万ユーロ

・» 24・ヶ国 / 圏・ ・

アフガニスタン、オーストラリア、バングラデシュ、ブータン、カンボ

ジア、中国、台湾、香港、インド、インドネシア、日本、韓国、ラオス、

マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ニュージーランド、ネパール、パ

キスタン、フィリピン、シンガポール、スリランカ、タイ、ベトナム

ECおよび参加アジア NRENによる共同設立。このプロジェクトは助成契約 $&$ 201���7��5�2�$VL#&RQQHFW�の
もと、ヨーロッパ連合からの資金提供を受けています。

プロジェクト詳細：・ KWWS���ZZZ.WHLQ.DVLD�WHLQ4�SrRMHFW�SrRMHFW.GR

"TJ!CPOOFDU ϓϩδΣΫτ֓ཁ
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3-3.  日本学術振興会科学研究費

����1�  ϥςϯΞϝϦΧԕִҩྍϓϩδΣΫτ

胃癌遠隔教育
ネットワーク

䞉䜰䝆䜰遠隔医療㛤Ⓨ䝉䞁䝍ーのᐇ⦼
䞉୰༡⡿との᪂たなプログラムのᒎ㛤
䞉ྛ✀Ꮫ఍との㐃ᦠ
䞉全国国立኱病院長఍㆟国㝿໬ワー䜻䞁ググ䝹ープ

⫶⒴デ᩿に≉໬したプログラム☜立
⥅⥆ⓗᩍ⫱యไのᒎ㛤
ᢏ⾡⪅の㣴ᡂプログラムᵓ⠏
ྛ国のᏛ⾡䝛ッ䝖ワークとの㐃ᦠ

日ᮏ

䞉国立⮬἞኱Ꮫ
䞉が䜣䝉䞁䝍ー

䞉䝂䞁䝄䝺ス⥲ྜ
病院

䝯䜻シ䝁

䞉䝁ス䝍リ䜹኱Ꮫ

䞉ᾘ໬ჾ病䝉䞁
䝍ー

䝁ス䝍リ䜹

䞉䝄䝡䜶䝹ᇶ╩ᩍ
኱Ꮫ病院
䞉䜹リ病院
䞉㆙ᐹ病院

䝁ロ䞁䝡䜰

䝨䝹ー

䜴䝹グ䜰䜲

䜰䝹䝊䞁チ䞁

᪂たな
情報㏻
ಙᢏ⾡
の㛤Ⓨ

日ᮏのඛ➃ⓗ
医療のⓎಙ

他⑌ᝈ䜈の
ά⏝

近隣諸国への展開
䞉஑ᕞ኱Ꮫ

䞉⚟ᒸ኱Ꮫ 䞉㡰ኳᇽ኱Ꮫ 䞉኱㜰国㝿が䜣䝉䞁䝍ー

今後の展開

䜶ク䜰䝗䝹

䞉チリ኱Ꮫ
䞉䜰䝺䝬䝘病院

チリ

国内峢ன৫

䝪リ䝡䜰

୰༡⡿に䛚䛡る䛂᪩期⫶⒴䛃遠隔ᩍ⫱プロ䝆䜵ク䝖

国内峢ன৫ 国内峢ன৫
国内峢ன৫

日本学術振興会： KWWSV���NDNHQ.QLL.DF.MS�MD�JrDQW�.$.(1+,�352-(&7�1�+0277��
研究種目：  基盤研究　(A)
課題名： 
「中南米における早期胃癌診断率向上のための継続的遠隔医療教育システムの構築」

研究機関：  2016.4 - 2021.3 (5年間 )
配分額： 41,210千円 (直接 : 31,700千円、間接 : 9,510千円 )

ਤ ��� 201� ೥ � ݄ΩοΫΦϑϛʔςΟϯάʹͯ
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近年インターネットで多国間を接続し医療施設の映像音声を双方向通信して行う症例テレカンファレ
ンスや手術ライブなどの国際医療テレカンファレンスが医療従事者の国際交流の一手段として行われ
るようになった。しかし活動の定着には至っておらず、その一要因として各国の医療従事者と技術者
によるコミュニケーションの問題がある。本研究は国際医療ネットワークにおける各国の施設がアク
セスし、カンファレンスの企画から実施をサポートするオンラインデータベースシステム（図 3-4）
を開発する。これによりカンファレンスの実施を円滑にし、これまで受動的であった施設側の主体的
なアクセスを促進、国際医療ネットワークの自律的かつ発展的な運用に寄与する。世界的な医療情報
交換の推進と医療技術の標準化が期待される。

本研究の成果としては、まず遠隔医療カンファレン
ス運営に必要な情報項目の策定があげられる。シス
テムモデルの構築をもとに、人物情報管理システム、
イベントプログラム情報管理システムの遠隔医療カ
ンファレンス運営システムを開発した。また本シス
テムを院内および一部院外で運用し、情報の体系的
更新や効率的な遠隔医療カンファレンスの運営を実
現した。さらにこれまでできなかった開催予定のイ
ベントプログラムの情報公開が可能になった。
今後は他施設からのアクセスを可能にし、情報集約
や共有の精度を高める必要がある。セキュリティ強
化や、ID・運用ポリシー等の制定が必要である。

ਤ ͱୡ੒໨ඪگͷঢ়ࡏݱɺڈͷ֓ཁ ʔ աڀݚ ���

ਤ ��� ΠϕϯτϓϩάϥϜ؅ཧγεςϜը໘
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3-4. 日本学術振興会研究拠点形成事業
 B. アジア・アフリカ学術基盤形成型 2015-2017

ʮΞδΞʹ͓͚Δૣظң؞਍அ཰্޲ͷͨΊͷܧଓతԕִҩྍڭҭγεςϜͷߏஙʯ

胃癌遠隔教育
ネットワーク

䞉䜰䝆䜰遠隔医療㛤Ⓨ䝉䞁䝍ー
䞉䜰䝆䜰遠隔医療シ䞁䝫䝆䜴ム
䞉全国国立኱病院長఍㆟国㝿໬ワー䜻䞁ググ䝹ープ
䞉プログラムのᒎ㛤
䞉ྛ✀Ꮫ఍との㐃ᦠ

⫶⒴デ᩿に≉໬したプログラム☜立
医療ス䝍ッ䝣䞉ᢏ⾡⪅のேⓗ䝛ッ䝖ワークᵓ⠏
⥅⥆ⓗᩍ⫱యไのᒎ㛤
ྛ国のᾘ໬ჾ㛵㐃Ꮫ఍との㐃ᦠ

日ᮏ

䞉チ䝳ラロ䞁䝁䞁
኱Ꮫ

䞉䝬䝠䝗䞁኱Ꮫ

䞉䝯䝖ロ䝫リ䝍䞁
኱Ꮫ

䝍䜲

䞉໭ி༠࿴医⛉
኱Ꮫ

䞉ୖᾏ஺㏻኱Ꮫ
䞉᚟᪦኱Ꮫ
䞉ኳὠ኱Ꮫ

୰国

䞉䜲䞁䝗䝛シ䜰኱Ꮫ
䞉䝟䝆䝱䝆䝱ラ䞁

኱Ꮫ
䞉䜰䜲䝹ラ䞁䜺኱Ꮫ

䜲䞁䝗䝛シ䜰

䝭䝱䞁䝬ー

䝧䝖䝘ム

ྎ‴

᪂たな情報㏻
ಙᢏ⾡の㛤Ⓨ

日ᮏのඛ➃ⓗ
医療のⓎಙ

他⑌ᝈ䜈のά⏝

近隣諸国への展開

䞉஑ᕞ኱Ꮫ
䞉⚟ᒸ኱Ꮫ 䞉㡰ኳᇽ኱Ꮫ 䞉኱分኱Ꮫ 䞉బ㈡኱Ꮫ

䜰䝆䜰᪩期⫶⒴遠隔ᩍ⫱プロ䝆䜵ク䝖

今後の展開

䝣䜱リ䝢䞁

䞉䝬ラ䝲኱Ꮫ

䞉䝬䝺ーシ䜰䝃䝞
኱Ꮫ

䞉䝰䝘ーシ䝳኱Ꮫ

䝬䝺ーシ䜰

国内峢ன৫
国内峢ன৫ 国内峢ன৫

国内峢ன৫

䝰䞁䝂䝹

⫶⒴デ᩿䞉἞療ୡ⏺ⓗᐇ⦼
䞉᪩期Ⓨぢ⋡ 㧗
䞉内ど㙾ᶵჾの㛤Ⓨ䚸㈍኎
䞉内ど㙾デ᩿ἲの☜立
䞉᪂たなᶵჾ䚸デ᩿ἲのⓏሙ
䞉病⌮の⿬௜䛡
䞉⫶⒴Ṛஸ⋡ῶᑡ

⫶⒴◊✲の῝้な㐜れ
䞉᪩期デ᩿⋡ ప
䞉⨯ᝈ⋡ 㧗
䞉Ṛஸ⋡ 㧗
䞉἞療ἲ ᑡ
䞉ேཱྀ 多

⫶⒴デ᩿の᥎進
䞉᪩期が䜣デ᩿⋡ ྥୖ
䞉⨯ᝈ⋡ పୗ
䞉Ṛஸ⋡ పୗ
䞉἞療ἲ ྥୖ

日ᮏ 䜰䝆䜰ㅖ国

䜰䝆䜰ㅖ国日ᮏ

ୡ⏺ⓗな⫶が䜣遠隔ᩍ⫱システムの☜立

⌧ᅾ

ᑗ᮶

䜰䝆䜰

஑ᕞ኱Ꮫ䜰䝆䜰遠隔医療㛤Ⓨ䝉䞁䝍ー

・世界の学術インターネットを利用し2014年８月現在
48 ヶ国 340 施設との476回の実績

・外科、内科、小児科など28分野での応用、

人的ネットワークの確立
・施設に合わせた技術の選択肢、多地点接続システムの保有

䞉 国㝿ⓗに㏻⏝する日ᮏே
ⱝᡭ医ᖌ䚸◊✲⪅の⫱ᡂ

䞉᫬ᕪのない䜰䝆䜰での⥅⥆ⓗᩍ⫱
䞉日常ⓗなⱥㄒ䜈のᭀ㟢
䞉ዪᛶ医ᖌ䜈の㓄៖（ᅾᏯཧຍ）

⤒῭ⓗ
ຠ⋡ⓗ
日常ⓗ



TEMDEC 活動報告 2017

12

国立大学附属病院長会議は、国立大学の大学附属病院、医学部附属病院、歯学部附属病院及び附置
研究所附属病院における診療、教育及び研究に係る諸問題及びこれに関連する重要事項について協
議し、相互の理解を深めるとともに、意見の統一を図り、我が国における医学・歯学・医療の進歩
発展に寄与することを目的として発足し、年１回（6月頃）の定例総会と必要に応じ臨時総会を開
催しています。

九州大学病院は国立大学附属病院長会議常置委員会でインターネットを活用した遠隔医療教育を牽
引しています。

3-5.  国立大学附属病院長会議 国際化プロジェクト

ըܭಈߦ�˗ ����ʢࡍࠃԽʣఏ̐ݴɿओ୲౰ɺ۝भେֶ
�

৘報௨৴ٕज़ͷ੔උɾ活༻ʹΑΓɺւ֎ڌ఺පӃ܈ͱͷ࿈ܞΛڧԽ͠ɺ 
ੈքΛϦʔυ͢Δҩྍ࿈ܞΛߏங͢Δɻ

ਤ  ͍ͯͭʹԽϓϩδΣΫτνʔϜࡍࠃ ���
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